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平潟地区の定置網について　第2報

定置細の側張　り　寸法

苅部信二・河崎　正・東川義視
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ま　え　が　き

第1報で述べたごとく平潟定置は4ケ統あるが．定置網設置の基本は側張　にあれこれらについて旧来

の側張わは，宮謎報告があれ本県の設置基準がどのようになっているか此較検討を試みた。

結　　果

＿定置網の各部の寸法については宮謎報告が

あるが，平潟定置網4ケ銃について調べた結果

（表2）は，次のとお力であった。なお，各部

名称は図1を参照されたい。
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図1定置網側張力各部名称
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（1）端口長

水深のn95～1．64倍　平均1∴50

（分　障子の長．さ

飼張力の皿28～0．45倍　平均心43

偽L　突当少の長せ

潮ロのtO O倍　平均100
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囲　運動場の側

水深の0．88～1．55倍　平均112

6）運動場の横切わ

水深の0．85～1．08倍　平均0．95

（∂　登わ網側の長さ

水深の1．22～1．72倍　平均1．51

（カ　心張りの長さ

水深の1．55～1．91倍　平均1．68

（巧　胴張少の長さ

水深の1．44～2．00倍　平均1．77

（功　箱網の例

水深の2．10～2．85倍　平均2，50

㈹　魚捕部の横切わ

水深の0．65～1．55倍　平均1．08

ー711■

2．関係式による表現

定置網の各部と水深，または各部相互間には一定の関係があわ（図2）・それを整理すると次のとあわ

の関係式であらわせうる。

！芯
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（1）運動場側（y）と水疾（Ⅹ）の関係（単位：間，以下同じ）

y＝1．51Ⅹ－5．°5

（カ　突当カ（y）と水溌（Ⅹ）の関係

y＝2．84Ⅹ－12．2

（朝　登少網の側（y）と水深（ェ）の関係

y＝1．75Ⅹ－4

細　心張少（y）と胴張力（Ⅹ）の関係

y＝0．75Ⅹ＋4．75

（㊥　運動場横切わ（y）と胴張力（Ⅹ）の関係

y＝0．28Ⅹ＋‘．7

苅部個二・河崎　正・深川義視

F

伍）箱網の側（y）と水深（Ⅹ）の関係

y＝1．81ェ＋R85

（力　胴張力（y）と水深（Ⅹ）の関係

y＝2．44Ⅹ－6．8

（砂　箱網の側（y）と端ロ（Ⅹ）の関係

y＝0．645Ⅹ＋2．09

（カ　胴張わ（y）と端口（Ⅹ）の関係

y＝0．89Ⅹ＋4．75

（1）（勿　　　　（初
とれらを宮本，徳永，北海道大学の結果と比較して（表5），設計基準の参考に供する。平潟定置は小

型定置であわ，かつ，岩手方式（2ケ統），越中方式（2ケ統）を分離しなかったので，他と同列で比較

することはむずかLh

炉
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考　　　察

以上のことから，平潟定置の特徴または欠点は次のように考察された。

（1）障子の長さがやや長い

（カ　ー亡磨長少の長さが長い

（5）胴張力の長さが長い

細　魚捕部の横切少が長い
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